
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④
施

設
の

充
実

度
木

道

石
組

階
段

標
識

東
屋

小
屋

合 計

1
龍

神
杉

線
利

用
が

少
な

い
1

厳
し

い
2

高
い

2
と

て
も
充

実
し

て
い

る
3

3
1

7
1

→
中

級
登

山
者

3
自

然
を

感
じ

る
4

低
い

1

2
愛

子
岳

線
利

用
が

少
な

い
1

厳
し

い
2

高
い

2
充

実
し

て
い

な
い

1
2

1
4

3
→

上
級

登
山

者
5

自
然

を
感

じ
る

4
低

い
3

3
-
1
白

谷
雲

水
峡

頻
繁

に
利

用
さ

れ
る

3
油

断
で

き
な

い
1

そ
こ

そ
こ

高
い

1
と

て
も
充

実
し

て
い

る
3

3
2

8
1

→
観

光
客

～
初

級
登

山
者

2
自

然
に

ふ
れ

る
2

低
い

3

3
-
2
楠

川
線

（
太

鼓
岩

～
楠

川
分

れ
）

一
定

の
利

用
が

あ
る

2
厳

し
い

2
高

い
2

充
実

し
て

い
な

い
1

2
1

4
3

→
上

級
登

山
者

5
自

然
を

感
じ

る
4

高
い

6

4
-
1
永

田
線

（
登

山
口

～
竹

の
辻

）
利

用
が

少
な

い
1

極
め

て
厳

し
い

3
高

い
2

充
実

し
て

い
な

い
1

1
1

3
3

→
上

級
登

山
者

6
自

然
に

挑
む

5
低

い
3

4
-
2
永

田
線

（
竹

の
辻

～
鹿

之
沢

小
屋

）
利

用
が

少
な

い
1

極
め

て
厳

し
い

3
非

常
に

高
い

3
充

実
し

て
い

な
い

1
1

1
3

3
→

上
級

登
山

者
6

自
然

に
挑

む
6

低
い

3

4
-
3
永

田
線

（
鹿

之
沢

小
屋

～
永

田
岳

）
利

用
が

少
な

い
1

極
め

て
厳

し
い

3
非

常
に

高
い

3
充

実
し

て
い

な
い

1
1

2
4

3
→

上
級

登
山

者
6

自
然

に
挑

む
6

低
い

3

4
-
4
永

田
線

（
永

田
岳

～
焼

野
三

叉
路

）
一

定
の

利
用

が
あ

る
2

極
め

て
厳

し
い

3
非

常
に

高
い

3
充

実
し

て
い

な
い

2
1

1
4

3
→

上
級

登
山

者
6

自
然

に
挑

む
6

高
い

6

5
花

山
線

利
用
が

少
な

い
1

極
め

て
厳

し
い

3
非

常
に

高
い

3
充

実
し

て
い

な
い

1
1

1
3

3
→

上
級

登
山

者
6

自
然

に
挑

む
6

低
い

3

6
花

之
江

河
ヤ

ク
ス

ギ
ラ

ン
ド

線
利

用
が

少
な

い
1

極
め

て
厳

し
い

3
非

常
に

高
い

3
充

実
し

て
い

な
い

1
1

2
4

3
→

上
級

登
山

者
6

自
然

に
挑

む
6

低
い

3

7
-
1
ヤ

ク
ス

ギ
ラ

ン
ド

頻
繁

に
利

用
さ

れ
る

3
油

断
で

き
な

い
1

そ
こ

そ
こ

高
い

1
と

て
も
充

実
し

て
い

る
3

3
2

8
1

→
観

光
客

～
初

級
登

山
者

2
自

然
に

ふ
れ

る
2

低
い

3

7
-
2
太

忠
岳

線
（

蛇
紋

杉
～

太
忠

岳
）

一
定

の
利

用
が

あ
る

2
厳

し
い

2
高

い
2

充
実

し
て

い
な

い
1

2
1

4
3

→
上

級
登

山
者

5
自

然
を

感
じ

る
4

高
い

6

8
-
1
宮

之
浦

岳
縄

文
杉
線

（
ト

ロ
ッ

コ
道

）
頻

繁
に

利
用

さ
れ

る
3

油
断

で
き

な
い

1
そ

こ
そ

こ
高

い
1

と
て

も
充

実
し

て
い

る
3

3
2

8
1

→
観

光
客

～
初

級
登

山
者

2
自

然
に

ふ
れ

る
2

低
い

3

8
-
2
宮

之
浦

岳
縄

文
杉
線

（
大

株
歩

道
）

頻
繁

に
利

用
さ

れ
る

3
厳

し
い

2
高

い
2

と
て

も
充

実
し

て
い

る
3

3
1

7
1

→
中

級
登

山
者

3
自

然
を

感
じ

る
4

低
い

3

8
-
3
宮

之
浦

岳
縄

文
杉
線

（
高

塚
小

屋
～

平
石
岩

屋
）

一
定

の
利

用
が

あ
る

2
厳

し
い

2
高

い
2

と
て

も
充

実
し

て
い

る
3

2
2

7
1

→
中

級
登

山
者

3
自

然
を

感
じ

る
4

低
い

2

8
-
4
宮

之
浦

岳
縄

文
杉
線

（
平

石
岩

屋
～

花
之
江

河
）

頻
繁

に
利

用
さ

れ
る

3
厳

し
い

2
非

常
に

高
い

3
と

て
も
充

実
し

て
い

る
3

3
1

7
1

→
中

級
登

山
者

3
自

然
に

挑
む

5
低

い
3

8
-
5
宮

之
浦

岳
縄

文
杉
線

（
淀

川
口

～
花

之
江
河

）
頻

繁
に

利
用

さ
れ

る
3

厳
し

い
2

高
い

2
と

て
も
充

実
し

て
い

る
3

3
1

7
1

→
中

級
登

山
者

3
自

然
を

感
じ

る
4

低
い

3

8
-
6
宮

之
浦

岳
縄

文
杉
線

（
花

之
江

河
～

黒
味
岳

）
一

定
の

利
用

が
あ

る
2

厳
し

い
2

非
常

に
高

い
3

充
実

し
て

い
る

2
2

1
5

2
中

級
登

山
者

4
自

然
に

挑
む

5
あ

る
4

9
栗

生
線

利
用
が

少
な

い
1

極
め

て
厳

し
い

3
非

常
に

高
い

3
充

実
し

て
い

な
い

1
1

1
3

3
→

上
級

登
山

者
6

自
然

に
挑

む
6

低
い

3

1
0
湯

泊
線

利
用
が

少
な

い
1

極
め

て
厳

し
い

3
非

常
に

高
い

3
充

実
し

て
い

な
い

1
1

1
3

3
→

上
級

登
山

者
6

自
然

に
挑

む
6

低
い

3

1
1
モ

ッ
チ

ョ
ム

岳
線

一
定

の
利

用
が

あ
る

2
厳

し
い

2
高

い
2

充
実

し
て

い
な

い
1

2
1

4
3

→
上

級
登

山
者

5
自

然
を

感
じ

る
4

高
い

6

1
2
-
1
尾

之
間

線
（

登
山

口
～

蛇
之

口
滝

）
利

用
が

少
な

い
1

厳
し

い
2

高
い

2
充

実
し

て
い

る
1

2
2

5
2

→
中

級
登

山
者

4
自

然
を

感
じ

る
4

低
い

2

1
2
-
2
尾

之
間

線
（

蛇
之

口
滝

～
淀

川
口

）
利

用
が

少
な

い
1

厳
し

い
2

非
常

に
高

い
3

充
実

し
て

い
な

い
1

1
1

3
3

→
上

級
登

山
者

5
自

然
に

挑
む

5
低

い
3

項
目
ご
と
の
ル
ー
ト
の
区
分

路
線

名

　
　
　

→
 
「
木

道
等

」
…
１

）
ほ

と
ん

ど
な

い
、
２

）
設

置
さ

れ
て

い
る
、

３
）

十
分

設
置

さ
れ
て

い
る

　
　
　

→
 
「
標

識
」

…
１
）

ほ
と

ん
ど

な
い

、
２
）

あ
る

、
３

）
い

く
つ
も

あ
る

N
o
.

  
  
 
 →

 
「
東

屋
等

」
…
１

）
ほ

と
ん

ど
な

い
、
２

）
設

置
さ

れ
て

い
る

　
※

 
④

「
施

設
の

充
実

度
」

…
１

）
と

て
も

充
実

し
て

い
る

（
合

計
ラ

ン
ク

：
7-
8）

、
２

）
充

実
し

て
い

る
（
合

計
ラ

ン
ク

：
5－

6
）
、

３
）

充
実

し
て

い
な

い
（
合

計
ラ

ン
ク

：
3－

4
）

利
用

者
の

レ
ベ

ル
（

②
＋

④
）

①
利

用
頻

度
②

利
用

環
境

の
厳

し
さ

③
体

感
で

き
る

自
然

ル
ー
ト
の
階
級

整
備

の
必

要
性

（
①

×
④

）

【
ラ
ン
ク
の
凡
例
】

　
※

 
①

「
利

用
頻

度
」

…
１

）
利

用
が

少
な

い
（

年
間

20
00

人
未

満
）
、

２
）

一
定

の
利

用
が

あ
る

（
年
間

20
0
0－

10
,0

00
人

未
満

）
、

３
）

頻
繁

に
利

用
さ

れ
る

（
年

間
1
0,
00

0人
以

上
）

体
験

の
質

（
②

＋
③

）

別紙４ 



 
 

図表 28「所要時間別」「距離」「累積標高差」「ルートの階級」によるコースの階級分け 
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図表 37 検討体制のイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別紙６ 



 
 

（3）検討内容 

検討体制による検討項目については、下記の 6 項目を想定する。 

 

１）国立公園を中心とした利用に関する課題 

２）国立公園としてのビジョン 

３）国立公園のゾーニング（ルート及びコースの利用者レベルや管理水準などの階級設定） 

４）ゾーニング及び興味地点ごとの提供する利用体験やテーマの設定 

５）ゾーニングに応じた管理目標としての利用のあり方（利用及び自然環境の状態） 

６）目標の状態にあるかどうかを評価するための指標 

 

（4）検討の進め方 

ワークショップ等で多くの意見を集約しながら行政機関としての案を作成し、それをた

たき台にワークショップ等での検討を実施し、段階的に大きな会議に検討の場を移して、

地域として合意された管理のあり方を決定していくプロセスが想定される。具体的には、

下記のようなプロセスが考えられる。 

 

１）ワークショップを開催して、検討事項に関する関係者の意見を集約。 

２）事務局で、意見を踏まえた事務局案を策定。 

３）「山岳部の利用のあり方検討会」で、事務局案を検討して行政案を策定。 

４）ワークショップを開催して、行政案について関係者で検討。 

５）事務局で、検討結果を踏まえた行政案の変更案を策定。 

６）“大きな検討会”で、ワークショップの検討経過を報告し、行政案の変更案について検討。 

７）事務局で、検討結果を踏まえて検討事項について最終案を策定。 

８）ワークショップを開催して、最終案について関係者の意見を集約。 

９）意見を踏まえて「山岳部の利用のあり方検討会」が最終案について検討。 

10）“大きな検討会”で、最終案を決定。 

 

 なお、検討のスケジュールについては、下記のとおり想定した。 
 
・平成 27 年度 ······ 検討体制の詳細を決定（環境省業務） 

        ······· 管理方法とゾーニング案を決定（環境省業務） 

 ······· “大きな検討会”の設置要綱の策定 

 ······· “大きな検討会”に参加する科学委員会委員等の有識者を決定 
 

・平成 28 年度、平成 29 年度 ········ 検討体制を構築し、２カ年かけて検討 
 

・平成 30 年度 ······ 適正利用のための管理を運用開始 


